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◆ 備蓄の品目や数量について、男女のニーズの違いや子育て家庭等のニーズに配慮す
ることが必要です。品目や数量については、当事者である女性等が参画して、検討
するとよいでしょう。 

◆ 母乳育児中の母子については、母乳が継続して与えられる環境を整えることが必要
です。乳幼児の粉ミルクは衛生環境が確保された状況下での使用が前提であり、粉
ミルクや哺乳瓶だけではなく、水やお湯を沸かす道具も必要なことから、「粉ミル
ク、お湯、哺乳瓶、消毒剤」がセットで供給されることが重要です。生理用品、離
乳食用品、紙おむつ用品等についても、同様に必要なものをセットで備蓄し、供給
します。 

 備蓄チェックシート 

 

 

 

□ 生理用ナプキン（長時間用もあるとよい） 

□ サニタリーショーツ 

□ 清浄綿 

□ おりものシート 

□ 中身の見えないごみ袋 

 

□ 粉ミルク（調整粉乳）：哺乳瓶の衛生が確保される前提での提供

□ アレルギー用ミルク 

□ 乳幼児用飲料水（軟水）  

□ 哺乳瓶 

□ 哺乳瓶用の消毒剤 

□ 湯沸かし器具（電気が使えない際も想定した乾電池式もしくは

発電式のもの） 

 

□ ベビーフード（アレルギー対応食を含む） 

□ スプーン 

 

□ 小児用紙おむつ 

□ おしりふき 

□ ごみ袋 

□ 乳幼児用着替え 

□ ベビーバス（赤ちゃんのお尻を洗うために必要） 

 

□ 抱っこ紐 

□ 授乳用ポンチョ 

□ 下着（いろいろなサイズ）） 

平常時にしておくべきこと 

・ 食料、生活必需品等については、個々人によってニーズも異なり、また、各人が最低３日分

の量を備蓄することが望ましいことから、備蓄している品目（可能であればメーカー名や製品

名）や量、備蓄場所を住民に示し、各人の備えを促すとよいでしょう。 

・ 備品の品目、数量、備蓄場所及び保管期限を定期的に点検することも必要です。 

女性、子どもに必要な備蓄品目の例 

生理用品 

授乳用品 

紙おむつ用品 

その他 

離乳食用品 


